
　北海道の初夏の風物詩「第 26 回ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り」に、今年も姉妹都市の高知県香

美市との合同チーム「ヤーレンソーラン積丹町＆香美市」が、６月 10 日・11 日の２日間にわたり

参加しました。積丹町の３歳から 76 歳までの 40 名と香美市からの 19 名の総勢 59 名がソーラン節

と鳴子の乾いた音を響かせながら、札幌市内の５会場で息の合った演舞を披露し、両市町の交流の

健在をアピールしました。

　今回は、濱田賢二実行委員長を団長として小松紀夫同市議会議長など訪問団６名も来町され、更

なる交流の発展を確かめ合いました。また、遠く離れた積丹町と香美市の 26 年の交流の歴史が知り

たいと、朝日新聞記者が取材に訪れ、６月 11 日の朝日新聞の紙面には両市町の記事が大きく掲載さ

れ、交流の輪の更なる広がりを応援してくれました。
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第 26 回 ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り

▲朝日新聞（６月 11 日朝刊）

　今回のＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭りをはじめ、相互

のイベント訪問や両市町の児童による相互交流など北

と南の絆はますます深まっています。今後も同市との

姉妹都市交流が発展するよう、両市町民の交流の輪を

広めていきましょう。
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参
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どっこい積丹

さくらます祭り
　５月 27 日、余別町のサクラマスサンクチュアリーセ

ンターで積丹観光協会（佐藤勝次会長）と余別・海ＨＵ

Ｇくみたい（澤貴幸会長）が協働する「どっこい積丹さ

くらます祭り」が開催され、あいにくの天候にもかかわ

らず、町内外からの来場者でにぎわいました。

　今回で４回目となるさくらます祭りでは、サクラマス

の稚魚の放流や豪華景品が提供された「げんきの森宝さ

がしゲーム」が行われたほか、『地元漁師の「積丹市場」』

では、獲れたての鮮魚の販売も行われました。

　昼食には地元若手漁師などが腕を振るったサクラマスのチャンチャン焼きなどが振る舞われ、来場者はサク

ラマスと余別の自然を「学び」と「食」の両方で楽しみました。

　豊かな海を育むための「森・川・海」の栄養循環を支えるサクラマス。サクラマスが暮らす保護河川「余別

川の価値」を伝え守る取組は、郷土の誇りと、町の活性化・振興に貢献しています。

第
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回
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